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佐 藤 晴 彦

コンピュ タの によって は きく わ

りつつある その はむろん や にもお

しよせてきており これまでに さえできなかっ

たような が こりつつある それは

のデ タベ ス とか ジャ ナルという を

げただけでもその の きさが できる

であろう

を に げれば がデ タベ ス

されたお で これまで も ヶ もかかって

していた が では という から

という を ほんの で す

ることが になってきた までカ ドなりメモ

なりで を してきた にとっては じられな

いスピ ドであり なことこのうえなく その

さには ただただ くばかりである しかし

におけるこうした さ に んでばかり

はおれないということにも を ける がある

だろう

これはつい したことだが の

で の が されたことがあった

された を んでも には がわからない

の し いかと って の をもう

にかけてみたが デ タベ スも かにそ

うなっている それでも は できない そこで

の にあたったところ は なっ

ており やはりデ タベ スの いであることが

わかった

こういうことはこれまでに となく してき

ている だからといってデ タベ スに み を っ

ても まらない が しても などの

を って しても いが てくるのは け

られない いがあることは め しておかね

ばならない が を っているつもりでも

その の をも していなければ それ

は に われていることになってしまう

で られた が おかしい と わなければ

を う がない つまり てきた を か

ら じるのではなく その を できる

が められていると う われわれ を う の

が に われなくするには に な

かかわりを たなければならないであろう

かかわりという では あまりにも に

なってきたがゆえに がいよいよ を まな

くなってきたという が てきている というこ

とは がいよいよ していく れがあると

いうことである という はむろん の

が であることは うを たない しかし

これからの ではこれまで に が さ

れているのである で べたように デ タベ

スを する ですでにそれが されているの

であり がなければ とんだ をかきかねな

いということになる

コンピュ タが したからといって

とばかり んではおれない これからの

には コンピュ タなどの を いこ

なすスキル された を みこなす

を する と たな

を める が められているのである

はこれまでの と わらない が

たに わった より になったことだけは

いない

ー 普及 、世界 大 変

。 波 研究面 図書館

、 想像

根本的変化 起 。 文献

ー ー 化 電子 ー 用語

挙 変化 大 十分想像

。

言語研究 例 挙 、文献 ー ー 化

陰 、 何日 数 月 収

集 用例 、今 、何十 文献 、

何百、何千 用例 、 数分 「検索」

可能 。今 ー

用例 収集 者 信

ー 、便利 、

便利 、 驚 。 、

研究面 「便利 」 喜

注意 向 必要

。

先日経験 、院生 研究発

表 『水滸伝』 用例 出 。示

用例 何度読 私 意味 。

院生 写 間違 思 問題 箇所 一度

「検索」 、 ー ー 確

。 私 納得 。

『水滸伝』 原本 、原文 異

、 ー ー 間違

。

何度 経験

。 ー ー 恨 言 言

始 。人間 入力 機

器 使 入力 、間違 出 避

。間違 予 理解

。自分 機器 使 、

機器 欠点 十分理解 、

結局機器 使 。検

索 得 用例 、「 」 思

機器 使 意味 。 出 用例 頭

信 、 可否 判断 読解力

求 思 。 機器 使 側

人間 、機器 使 、常 主体的

持 。

主体的 点 、 便利

、研究者 本 読

傾向 出 。

、読解力 低下 恐

。研究 営為 文献 読

解力 必要 言 待 。 、

研究 以上 読解力 要求

。上 述 、 ー ー

利用 段階 要求

、読解力 、 恥

。

結局、 ー 普及 「便

利、便利」 喜 。

研究者 （ ） ー 機器 使

、（ ）検索 用例 読 読解

力、（ ）問題点 発掘 力 新 観点、（ ）真

偽 見極 眼識、 求 。（ ）

～（ ） 研究者 変 。（ ）

新 加 分、 大変 間

違 。
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学学生生課課かからら

おお らら せせ知知

〔学 生 係〕

◆夏季休業中 事務取扱 等

◆学外合宿

◆各種変更届

◆盗難 用心

国際交流・留学

の い について

について

について

にご

夏季休業中 事務取扱 等 、下記
注意 。

記
学生課窓口時間
月・水・金曜日 ： ～ ：
（但 月 日 ～ ）
火・木曜日 ： ～ ：

（注） 時以降 窓口 来 学生 、
用件 時 担当者 電話等

伝 上 来 。

学生会館 会議室等 利用時間
月・水・金曜日 ： ～ ：
（但 月 日 ～ ： ）
火・木・土・日曜日 ： ～ ：

（注）土・日曜日 利用 、特 理由
使用許可 受 場合 限 。
、使用願 利用日 週間前

提出 。

ー 利用
本学教職員・学生 限
利用期間及 時間

月 日（火）～ 月 日（木） 月～金曜日
： ～ ：

（注意）土・日曜日 開放 。 、事情（水
泳部 合宿、練習 場合等） 開放

日時 。
必 使用 前 学生会館事務室 「使用
願」 提出 、 人以上 使用 、使用
後 終了報告 。
諸注意事項
① 等 使用 。
② ー 場内 土足厳禁。
③ ー 入 時 ー 身体 洗

入 。
④ 水泳部 ー 板 使用禁止、許可

ー ー 移動 。
⑤ 必 水着着用 。
⑥ 水泳部部室 入 。

課外活動等 学外 合宿 行 場合 、
必 学生課 届出 忘

。
運動部 遠征試合、文化部 研究会等参加 場

合 、夏季休業中 学生課 届 出
。

学籍簿 学生証等 記載内容 変更 生
場合 、必 学生係 届 出 。
緊急連絡 必要 場合 連絡 取 ー

、連絡先 必 届 出 。
（届出 種類）
① 改姓届（改姓名 旧姓名・改姓 理由・戸籍
抄本 公的証明 添付）

② 住所変更届（本人 、家族・家庭住所）
③ 保証人変更届（正保証人 、副保証人）
④ 携帯電話 番号 変更
、下宿先 届出 学生 、至急届

出 。

夏季休業中 、学内 人数 少 、
隙 狙 盗難事件 過去 多数発生

、特 女子更衣室、合宿所、部室 利
用 盗難 充分注意 。

、貴重品 各自 身 着 保管 万
全 期 。 、各部屋 ー
等 必 旋錠 確実 、貴重品 共同
保管 盗難防止 努 。

① 派遣留学制度
交流協定大学（ 校） 派遣留学 基本
。
補助制度 ・ 名（最大 名） 半年

年間
・本学 授業料相当額（例 学部
半年 万円 年 万円）
・留学期間 在学期間 算入（在学

留学）
・留学先 取得 単位 、 単位

超 範囲 、本学 基準
換算 認定

の い は のようにな
るので してください

し ･ ･ は まで

に に られる は でき
るだけ を までに に
で えた で てください

の の

し ･ ･ は まで

の については に
があり を けた に ります
また は の までに
してください

プ ルの について
に る

び
の

は しません また
の がある により

しない もあります
ず する に に
を のうえ で し

は をしてください

サンオイル は してはならない
プ ル は
プ ルに る はシャワ で を っ
てから ること

のビ ト は なく
コ スロ プを させないこと
ず のこと

に らないこと

で において を う は
ず に ることを れないようにしてく

ださい
の の の

にも であっても に け て
ください

および の に が じ
た は ず まで け てください

が な に が れないケ ス
がありますので も ず け てください

の
･ の

など を
または

または
などの の

また を ていない は け
てください

は にいる が なくなり
その を っての が に して
いますので に を
するときは に してください
なお は で に けるなど に
を してください また およびロッカ
は ず を にして などは で
するなど に めてください

に することが で
す

または

の

は に
のまま

で した は
を えない で の に
して される
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派遣留学先 奨学条件
米国・ ー ・ 大学 ～ 名
学生 交換留学協定 、入学金・授業
料 免除。
寄宿舎有（費用 自己負担）。

米国・ 大学 ～ 名
授業料 、 名派遣 場合、 名全額免除、
他 分 免除。
他 協定大学 奨学条件 。

② 派遣留学
・ ・ 研究財団 国際教育

ー 大学
名程度 留学期間 ～ 月程度
留学費用（授業料・寄宿舎等） 自己負担。
、 名以内 学生 留学費用 一部補助（派

遣期間 見合 本学 授業料相当額）
大学 規定 大学 取得 単位 認定

。

企業 内定（内々定） 連絡 受 場合
就職活動 継続 場合 、速 就職

推進室 「内定届」 提出 。教員・
公務員志望者 同様 。
「内定届」 用紙 、就職推進室 置
。

「内定届」 提出 方 今後 就職
活動 継続 届 方 、新 内定先
決 、改 「内定届」 提出
。先 届出 内定先 決定 場合 報告

。
、後輩 「就職活動

ー 」 協力 願 。

就職 進学 希望 来春卒業予定者
「就職・進学等相談登録票」 提出
方 、就職推進室 早急 提出 。

用紙 、就職推進室 置 。
未登録 場合 、「卒業見込証明書」及 「成

績証明書」 発行 注意
。

① 第 回就職
日時 月 日（水） ～
場所 ＵＮＩＴＹ ー室（ ）
内容・「夏休 有意義 活動 」

人事 前川 明
・「国際派就職 ー」
・就職情報誌登録 ー 配布

② 第 回就職
日時 月 日（水） ～
場所 ＵＮＩＴＹ ー室（ ）
内容・「業界研究 始 」

人事 石田 秀朗

・「職種研究 」
㈱毎日 田川 久美

① ー
日時 月 日（水） ～
場所 ＵＮＩＴＹ ー室（ ）
内容 最新採用情報提供 就職対

策
ＥＣＣ 学院

② ー ー
日時 月 日（水） ～
場所 ＵＮＩＴＹ ー室（ ）
内容 ー 就職対策

ＥＣＣ 学院

③ ー ー ー ー
日時 月 日（水） ～
場所 ＵＮＩＴＹ 共同研究室
内容 教室 ー ー ー 仕事

ＥＣＣ

日時 月 日（水） ～
場所 ＵＮＩＴＹ ー室（ ）
内容 「ＥＱ検査」 有料
※希望者 事前 、受験料 添 外大生協書
籍部 申込 。（当日申込 可）
※第 回就職 終了後 実施 。

日時 月 日（土） ～
場所 学生会館 第 会議室
内容 教員採用試験 次面接試験 向 、

教員 心構 面接試験

の
イ スタン ワシントン
の により
は

は
エルマイラ
は の

は の
その の は なし
スペイン

オルテガ イ ガセット トレド
センタ およびアルカラ

は カ
は ただ

し の には の
に う の
の により で した として

される

から の を けた は
まだ を する でも やかに

に を してください
についても です
の は に いていま

す
すでに を された で も
を すると けられた は たな

が まれば めて を してくださ
い に た に した も して
ください
また のために についてのアン

ケ ト にもご をお いします

または を される で
をまだ されてい

ない は に に してください
は に いています

の は び
が できませんので してくださ

い

ガイダンス

セミナ
みを に する
コンサルタント
セミナ
カ ド

ガイダンス

セミナ
を める
コンサルタント

について
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

エアラインセミナ

セミナ
エアラインの と
について

エアライン

アナウンサ セミナ

セミナ
アナウンサ への について

アナウンス

ジュニア ホ ムティ チャ セミナ

ジュニア ホ ムティ チャ の
について

ジュニア

セミナ

は に を えて
まで んでください み

ガイダンス に します

の に けて
になるための えや のア

１ ２

１ ４
３ １

３ ２
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２
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５
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〔就職推進室〕

就職推進室 、皆 就職活動 推進
、就職 各種 ー 開催
。

皆 積極的 参加 待 。
※日時・内容 、変更 場合

直前 掲示板 注意 見 。

◆内定届・就職活動 ー 提出

◆「就職・進学等相談登録票」 提出

◆就職 （ 年生対象）

◆就職対策講座（全学年対象）

◆就職対策 （ 年生対象）

◆教員採用試験 次対策 ー

では さんの を する
ため ガイダンスや セミナ を して
います

さんの な を っています
については する もありま

すので の を して てください

アンケ トの について

の について

ガイダンス について

について

テスト について

セミナ

３

３

２

: :

: :

: :

: :

: :

: :

: :
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〈学部〉集中講義日程表（ 年度）2005

科 目 名 担 当 者 日 程 教 室

◆博士論文題目及 執筆計画書 提出

◆補講

◆前期試験

◆追試験

◆介護等体験 申込

◆集中講義日程 （敬称略）

部落問題 人権
（後期火曜 限 ）

文化史

文学史
（後期月曜 限 ）
英米文学特殊講義
（半期 単位）
英語学特殊講義
（半期 単位）
英語学特殊講義
（半期 単位）

文学特殊講義
（後期月曜 限 ）
経済法Ⅰ
（半期 単位）
経済法Ⅱ
（半期 単位）
企業行動 経済学
（半期 単位）
産業組織 経済学
（半期 単位）

朴 一

木村 真

木村 榮一

宮川 清司

ー講義

赤野 一郎

木村 榮一

林 秀弥

林 秀弥

大川 隆夫

大川 隆夫

月 日（火）～ 日（木）
各日 限
月 日（火）～ 日（木）

各日 ～ 限
月 日（火）～ 日（木）

各日 ～ 限
月 日（金） ～ 限
月 日（火）～ （木） ～ 限
月 日（木）～ 日（木）

各日 ～ 限
月 日（火）～ 日（木）

各日 ～ 限
月 日（火）～ 日（木）

各日 ～ 限
月 日（火）～ 日（木）

各日 ～ 限
月 日（水）～ 日（金）

各日 ～ 限
月 日（火）～ 日（木） ～ 限
月 日（金） ～ 限
月 日（火）～ 日（木）

各日 ～ 限

応用視聴覚

等 行 。
神戸外大ＯＢ 福永 恒泰

（神戸高校 校長）

本年度博士課程 入学 者 、博士論文題目
（用紙 教務係 配付）及 執筆計画書（ 通）
作成 、 月 日（金） 教務係 提出

下 。

月 日（火）～ 月 日（月）
該当科目 掲示 。

月 日（火）～ 月 日（月） 前期試験 行
。
前期試験実施計画（時間割表） 、 月 日

（金） 掲示 。
期間外 試験 行 科目 、掲示 注

意 下 。

正当 事由（学生便覧 記載） 前期試験
受 者 、追試験 希望 者

、追試験願書（用紙 教務係 交付） 事由証明
書 教務係 提出 受験 願 出 下 。

「教職員免許法」 改正 年度以降
入学者 教職課程履修予定者 “介護等体験”
必要 。

年度中 “介護等体験” 希望 者 教
務係 申 出 。
◇教務係 受 取 書類 必要事項 記入
提出
◇申込締切日 月 日（月）

＜学部・ 部＞
科目名、担当者、日程、教室 別紙
。
大学院

◇英語学演習（赤野一郎）
月 日（火）～ 日（木） 各日 ～ 限

◇英米文学演習（宮川清司）
月 日（金） ～ 限
月 日（火）～ 日（木） 各日 ～ 限

◇日本語演習（福田嘉一郎・中川正之）
月 日（火）～ 日（木） 各日 ～ 限
月 日（金）、 日（月）
日（火） 各日 ～ 限

と
とｾｯﾄ

ロシア

イスパニア
とｾｯﾄ

イスパニア
とｾｯﾄ

の

の

リレ

･

は
は

は
は

ドバイス を います

に した は
は で び

を し までに に して
さい

は します

に を い
ます

は
に します
に を う もあるので に

して さい

な に により を
けることができない で を する

は は で と
とを へ のうえ を い て さい

の により の
で は が
になります

に を する は
に し てください

で け った に を し

まで

は のとおりで
す

５

３

２

２

２

５

２

２

２

２

９
４ ５

９
２ ５

９
１ ５

９ １ ３
９ １ ４
９

８ ２ ４
１ ５

９
１ ５

８ ２
１ ５

８ ２
１ ５

９
９ １ ３
９

１ ５

２
９

７ ７

７ ８ １

７ ８

８ １

２

８ ２ ４ １ ５

９ ６ １ ３
９ １ ４

９ １ ５

１ ５

b

b

b
CAI

< >

13 22

13 22

13 15

16
20 22
15 22
2 4

20 22

4

10 1

13 15 1 4
16
20 22

503

102

104

504

102

104

104

501

208

30

19 25

26

1998

2005

20 22

20 22
12 16 19
20

〔教 務 係〕

び の について

について

について

について

の みについて

について
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現代日本経済論Ⅰ
（半期 単位）
現代日本経済論Ⅱ
（半期 単位）
西洋社会史特殊研究Ⅱ
（半期 単位）

国際法政問題特講

国際経済問題特講

現代文化問題特講

教職概論
（半期 単位）
教育課程論
（半期 単位）

北坂 真一

北坂 真一

山本 明代

岡崎 維徳

真下 俊樹

増田 研

杉山精一他

金丸 晃二

月 日（火）・ 日（水） 各日 ～ 限
月 日（木） ～ 限
月 日（金）・ 日（月） 各日 ～ 限
月 日（火） ～ 限

月 日（金） ～ 限
月 日（火）～ 日（月）

各日 ～ 限
月 日（火）～ 日（火）各日 ～ 限
月 日（火）～ 日（金）各日 ～ 限

月 日（火）～ 日（木）
各日Ⅰ Ⅱ限（ 部）
月 日（木）・ 日（金）・ 日（火）

各日 ～ 限

部落問題 人権
（後期火Ⅱ ）
商法Ⅳ
（半期 単位）
教職概論
（半期 単位）
生涯学習概論
（半期 単位）
専門資料論
（半期 単位）

朴 一

栗山 修

杉山精一他

安原 一樹

指 昭博
佐藤 通

月 日（火）～ 日（木）
各日Ⅰ・Ⅱ限
月 日（火）～ 日（火）

各日Ⅰ・Ⅱ限
月 日（火）～ 日（木）

各日Ⅰ・Ⅱ限
月 日（火）～ 日（木）

各日Ⅰ・Ⅱ限
月 日（火）～ 日（水） 各日Ⅰ・Ⅱ限
月 日（木）Ⅰ限 指 以降 佐藤

応用視聴覚

月 日（火）～ 月 日（木） 開館日程
次 。
開館時間 ： ～ ：

月 日（火）～ 日（水）及 月
日（火）～ 日（木） 集中講義期間中 ：

開館 。
休 館 日 毎週土・日・祝祭日

月 日（水）～ 日（金）（曝書期間）
※ 月 日（木） 館内整理日 ：
閉館、 ： ： 開館
。

下記 長期貸出 行 。
長期貸出期間： 月 日（月）～ 月 日（木）
返 却 日： 月 日（金）
※院生 月 日（金）以降 貸出分 返却日

週間後 。
貸 出 冊 数： ・ 年生、科目等履修生、及

学外者 上限 通常 冊
冊 。他 方 通

常 。

夏季休業期間中、一般市民 方 図書館 開放
。

対 象 者：受験生及 小 中 高生 除 一
般市民

期間・時間 、前述 「夏季休業期
開館時間 休館日 」 。
利用 範囲：資料 閲覧、複写（貸出 不可）

夏季休業中 、ＡＶ教室・視聴覚 ー
内 機器類 保守点検、及 各種教材 整備 行

、開室日、開室時間 次
。

開 室 日： 月 日（火）～ 月 日（水）
月 日（木）～ 月 日（木）

（但 、土・日・祝祭日 閉室）
開室時間： ： ～ ：

２

２

２

２

２

８ ２ ３ １ ５
８ ４ １ ４
８ ５ ８ １ ５
８ ９ １ ４

８ ５ ２ ４
８ ２ ８

１ ５
８ ９ ３ ５

３ ５

９
２

９
１ ５

２

２

２

２

９

８ ２ ９

９

９

８ ２ ，
８ ５ ，

８ ２ ９

９
８ ２ ９

８
９

７ ９
９

９ ２
４

１ ２

５
７

８ ２ ８
９ １ ９

９

は
は

は
は

は

･

と
とセット

は は

までの は
のとおりです

ただし び
の は

まで します

は のため ま
で から までのみ しま
す

のとおり を います

は の の
は になります

び は が の か
ら になります の は
どおりです

の に を
します

び ･ ･ を く

については の の
と について のとおり
の の は

に ライブラリ
の の び の を

いますので については のと
おりとなります

し は

８ ２ ３ ５ ２ ５

９ １ ５ １ ５
２ ５ １ ５

月 日（火） ～ 限・ 日（水）・ 日（木） ～ 限

月 日（火） ～ 限 日（水）・ 日（木） ～ 限
月 日（月） ～ 限 日（火）・ 日（水） ～ 限

は は

は ､ は
は ､ は

3 4

20 21 22
12 19 20 21

2
12 13 16

13 22

15 16 20

501

501

101

1

2

501

505

505

13 22

13 22

13 22

10

501

505

2

5

22

00 16 30
10 13

22 19 30

11 19
15 17 00
17 00 19 30

11 15
30 10

22

30 16 30

AV

AV

AV

AV

図図書書館館かからら

〈 部〉集中講義日程表（ 年度）２ 2005

科 目 名 担 当 者 日 程 教室

◆夏季休業期 開館時間 休館日

◆夏季休業 伴 長期貸出

◆一般市民開放

◆視聴覚 ー
「夏季休業中 開室 」

の と について

に う について

について

ライブラリ
の について
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先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先 生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生 出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出 版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版 物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介ののののののののののののののののののののののののののの
細 、 月中旬 決定 、 月 日

受付 始 予定 。
場所 、第 学舎 号室、受講料 回通

円、 回毎 受講 円 高校生 各
半額 予定 。

月号 広報「 」 本学 ー ー
覧 。

① 月 日（土）
＜経済学 ー ＞
田中 悟 教授 「 ー 企業間
競争 企業間協調」

② 月 日（火）
＜国際経済 ー ＞
仙頭佳樹 教授 「日本企業 進出 国際
分業」

③ 月 日（土）
＜法律学 ー ＞
大島和夫 教授 「労働市場 変化 労働法 改
正」

④ 月 日（火）
＜法律学 ー ＞
栗山 修 教授 「株式会社 法的諸問題

検討」
⑤ 月 日（土）
＜会計学 ー ＞
前山誠也 教授 「鏡 国 企業」
⑥ 月 日（火）
＜政治学 ー ＞
村田邦夫 教授 「政治（民主主義） 経済（資
本主義） 関係 諸問題（ ）」

⑦ 月 日（土）
＜政治学 ー ＞
吉森義紀 教授 「政治（民主主義） 経済（資
本主義） 関係 諸問題（ ）」

⑧ 月 日（火）
＜経営学 ー ＞
近藤義晴 教授 「企業 ？」

（ ー ）

今年 春 出 私 研究
「近世 於

日本 関 情報 他」
（“ВестиоЯпанострове
встародавнейРоссииидругое”）

、 「 文化 言語」社
（Языки славянскойкультуры）
発行 。 本 二分構成 、

「 見 」 「日本 見
」 二 章 。

第一章 、 年頃 作 教会
語 手稿本 「世界誌」 抜粋 始 。

西欧 入 資料（ ・ ー 、 、
・ ー 作品、等） 翻訳 纏
、 、日本 関 部

分 「 島」 付
。

、翻訳 、一次 資料 理
由 、昔 書物 取 扱 。

、 、世界 国 、
多 場合、文学史 初期 翻訳史 。
翻訳 文化 重要 役割 果
（例 、現代 、西欧 日本文化 研究 基
礎 本 ー ・ 「菊 刀」

、一度 日本 訪 著者 資料
頼 完成 研究 ）。
章 「世界誌」 、十九世紀

末 様々 書物 例 挙 、謎 鎖
国 日本 対 憧 、好奇心、興味、推測 仮説
歴史 語 。
第二章 大部分 私 日本 見 話
。 中 、天草諸島 見 ー

語 手 、発見 、
十六世紀 旅行 「天正少年使節」
一人 遺筆（ 聖歌 日本語訳） 話 、
年代 神戸外大 学科 教鞭 執
・ 教授宛 書 手紙（谷崎

潤一郎 優 人 日本学者 ） 内容等
入 。 、 於 日本古典文学
翻訳 歴史 理論的問題 関 研究 入
。

については までに し
から を める です

は は し
で の は で は

を しています
の こうべ や ホ ムペ ジを

ご ください

からのアプロ チ
スタンダ ドをめぐる

と

からのアプロ チ
のアジア と

からのアプロ チ
の と の

からのアプロ チ
をめぐる

の

からのアプロ チ
の の

からのアプロ チ
と

の をめぐる

からのアプロ チ
と

の をめぐる

からのアプロ チ
はヒトなり

ペ ジ

の に た の のタ
イトルは のロシアに け
る に する その

であり モスクワの スラブ の

で された この は になっていて
ロシアで つかったもの と に つかった
もの という つの からなっている

は に られた いわゆる ス
ラブ の である の で まる
から った マルコ ポ ロ メルカトル

マルチン ベルスキ の の を めた
もので コンピレ ションであり に する
は イアパン というタイトルが けられてい
る
しかし だから の でないという
で の を り わないわけにはいかない
というのは ロシアだけでなく のどの でも
くの の は にほかならない
はいつも において な を たしてい

る えば でも で の の
をなした はル ス ベネディクトの と
であり も を れたことのない が
だけに って した である
この では をはじめとして
までの な を に げながら めいた
の に する れ と
の が られる

の は が で つけたものの で
ある その には で つかったポ ラン
ド のメモが がかりとなって にいたった

にバチカンまで した
の の ダヴィデの の の し

まで にロシア で を った
オレスト プレトネル に かれた

や れたロシア の より の
が っている また ロシアに ける
の の と に する も ってい
る

８ ９ １

２ ８
１

９

１

４

８
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２

－

504
5,000 1,000
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10

10 11
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269

-

1670 ,

1970

2005年度神戸市外国語大学市民講座（予定）

「近世 於 日本 関 情報 他」
Ｍ 著

文化 言語社

のロシアに ける に する その

スラブ の
Liudmila Ermakova．

" "
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ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼ ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

「中国湖北農村 家族・宗族・婚姻」
秦兆雄 著 風響社

「 語 織 社会 文化」
杉谷眞佐子、高田博行、浜崎桂子、森貴史 編著
関西大学出版部

※ 以上 図書館 寄贈 書籍

の

ドイツ が りなす と

は に いただいた です

（ ー ・ 円）

本書 、学位論文 基 大幅
書 直 、日本学術振興会平
成十六年度科学研究費補助金
交付 受 出版 、
中国湖北省 農村地域 対
象 長期的 行 ー
調査 得 資料 基 、伝統的 家族 宗
族（父系親族集団）、婚姻関係及 人々 死生観
実態、解放後社会主義近代化 過程 起 諸変化
具体的 記述、考察 民族誌 。
先行研究 対 本書 学術的 貢献 、主 次
三点 。 、漢人社会 、父系
出自 血縁原理 家族、宗族、婚姻制度及 死生観
規定 極 重要 、 婚 多様
性 視点 説明 指摘 点。
次 、親族制度 組織及 変化 歴史的
考察 際 、個人 視点 不可欠 指
摘 。即 、日常生活 中 父系出自 血縁
原理 、個々人 行為、家族、宗族及 婚姻関係

自律的 規定 組織 、特
定 状況 中 限定的 作用 。

、先行研究 、解放後、伝統的 家
族、宗族 、婚姻制度及 人々 死生観 起 変
化 論 際 、伝統文化 土地改革 合作社 人
民公社 時期 破壊 、改革解放以
後 徐々 復活 見方 多 。
、筆者 、土地改革 人民公社期 見
合同家族 存続、家長 強 権限、入 婿 復姓
帰宗現象 、人民公社解体後 起 合同家族
直系家族 解体、老人扶養 深刻 及 宗族内婚
出現 取 、 見方 不十分
、再考 必要 指摘 。

（ ー ・ 円）

『 』 作品 、日本
多 作家

・ 、「 言語 学
、 知

新 世界 発見 旅行
」 言 。

言語 、 ー
ー 同時 、多様 考 方 情報

可能 鍵 。
本書 、 語 通 見 社会 文

化 、 卒論 ー 書 学生
ー 、 取 上 論

。 見 、「 文化」
「社会」 何 実体
。言語 、社会的、歴史的

中 変化 続 、新 文化 生 出 。
語 織 文化 社会 、 新 解釈
可能 集合体 。
具体的 、欧州連合 言語政策 、外国語教育

議論、 ー
見 若者言葉 日独比較、多文化社会 目指

異文化教育 狭義 「 文学」 収
文学 議論、 、 世

紀 、旅行記、料理 扱
文化史論 紹介 。

語 語圏 文化 関心 方
、 ー 考 、卒業論文

ー 探 方 、
。何 見

。

当 主 ー 「健康的 豊 人生
送 ー 方法」 研究 。

少々間口 広 、 中
特 「 ー 、 ー、 ー 、

自然」 関係 扱 。「物 心
」 時代 今 、 ー 重要

。

安定 人生設計 、労働 勉強 必
要 言 、緊張 責務

人間 壊 。
時間 必要 、親 友人

家族 楽 時間 。
出 新鮮 刺激 得 大切

348 6,000

430 3500

18

ペ ジ

は を に
に き し

の
を けて したもので

のある を
に に なったフィ ル
ド から た に づいて な や

び の の
の で きた

を に する である
に する の な は に

の である まず においては の
と が び

を するほど めて であり イトコ の
もこの から するべきであると した
は や びそれらの を に
する に の は であるという

である ち の で と の
は の び な

どを に し していくものではなく
の の で に するものである
また においては な

や び の に きた
を じる に は と と

の にはかなり されたが
は に しつつあるという が い しか
し は から までに られ
た の の い り の
と や に きた と

の の さ び の
などを りあげ そのような は であ

り する があると している

ペ ジ

モモ などの で
でもファンの い ミヒャエ
ル エンデは ある を
ぶことは これまで らなかっ
た しい を する の
ようなもの と っています

は コミュニケ ションの
ツ ルであると に な え や へのア
クセスを にする でもあります

では ドイツ を して えてくる や

について これから やレポ トを く を
タ ゲットに のトピックを り げて じて
います そこから えてくるものは ドイツ
あるいは という か のあるものではあ
りません は コンテクストの
で し け たな を み します ドイ
ツ が りなす や は たえず しい を
にするテクストの のようなものなのです

には の や
についての チャットやメ ルなどのメディア
に られる の を
すドイツの や の ドイツ に
まらない テクストについての また
ドイツのサロンや レシピなどを っ
た などを しています
ドイツ やドイツ の に のある はも
ちろん ヨ ロッパについて えたい の
テ マを しているという は ちょっとのぞいて
みてください かヒントが つかるかもしれませ
ん

ゼミの たるテ マは で かな を
るためのツ ルや についての です と
いってもこれでは が すぎるので その
でも に スポ ツ レジャ レクリエ ション

に するものを っています から
へ という になった こそ このテ マが
になっているのです

した をするために や が
なことは うまでもありませんが や ば
かりでは は れてしまいます ひとりでゆっく
りとリラックスする が ですし しい
や とすごす しい もなくてはなりません
またどこかに かけ な を てくるのも

２１

山田 誠
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写真① 慶北大学本館

です そんな にスポ ツやレクリエ ション
とのふれあいが を します ただ でも

よいというわけではなく する の
と などに った の いプログラムが め

られます そこで ゼミでは な を して
の や の をしているという です

のゼミでは テキストの や によ
る アンケ ト の などを ってい
ます にはイギリスから にでか
けるロ ンボウルズツア の をスコットランド
で に れた から することを みました
そこから み れたことは がメインのスポ
ツを しむということはもとより が と
り ぐ な スペイン に ることでもあ
りました のツア とは いスケジュ ルも
ゆったりとし かつ した だったことがわか
りました の は スポ ツ がテ
マです

の として から ぶことを
していますので と に を っています
は に かぶ と の
にてキャンプです パイン のロッジに まり
の をいただくことをベ スに カヌ カヤッ
ク りなどをして しんでいます に
は の や に えるチャンスもありま
す はスノ スポ ツ です で
しているスキ と し の を しんでい
ます もちろん や の にもこだわって
います いずれもレクリエ ショナルなスポ ツを
メインにしながら に るというもので の

を して どのような や が えば の
い した が られるのかを える にし
ているのです

のテ マはゼミ に の
に って に することになっていますが

ゼミテ マがわかりやすく されているものとし
てはこれまでに のようなものが かれています

エコツ ズムの ロシア と
の わり ダ チャについて スキュ

バ ダイビングの について
と に を てて などです
その スポ ツ り デズニ ラン
ドに するものなどテ マは にわたっています

から の と への を いてい
た は な のおかげで の を

して の にある
の として の から

に することができた

に く
ことになった
のは
の
で を
えているイム
デヒ と
たまたま
であったからに ぎないのだが が に す
ることを った が にはダイキュウという
があるだろう そこには があって
はその に きたがっていた と った
のには いた ダイキュウというのは テグ
にほかならず が くはずの の
の こそ だったからである の

まれ は をして に く
ことはなく の で の をして
いるときに され ガダルカナルで したそう
である は な に を えたらしく
が の をかなえるために に くことになっ
たような がすると った

は の からやや よりの にワン
ル ム マンションを りて むことになった よ
うやく に れた の の

で のことを べてみたところ
の の が の

のなかに として
されていて しかもそれは の んでいる の
すぐ くであることがわかった を ってすぐ

に りの があり これが の
で その には が っていた

を て ると には
という があり には の

たとえば チュモ テ げんこつ
の が で には な

。 時 ー ー 活動、
自然 力 発揮 。 、何

、行動 人々 諸条件、
時季 場所 合 質 高 求

。 当 具体的 事例 通 、
諸活動 内容 質 研究 次第 。

日常 、 輪読 資料収集
発表、 ー 調査手法 学習 行
。昨年後期 地中海方面
ー ー 内容

手 入 資料 考察 試 。
読 取 、参加者 ー

楽 、太陽 燦々 降
注 風光明媚 南 世界 浸

。日本人 ー 違 ー
、 充実 内容

。今年前期 輪読 「自然 ー 」 ー
。

一方、私 哲学 実体験 学 重視
、夏 冬 合宿研修 行 。

夏 播磨灘 浮 兵庫県家島諸島、県立母 子
島 。 材 泊 、
海 幸 ー 、 ー、
、海水浴、釣 楽 。夜
満天 星空 夜光虫 出会
。冬 ー ー 合宿 。学内 一般募集

ー教室 合流 雪 世界 楽
。 宿泊施設 食事 質
。 ー ー

自然 浸 、自分
五感 通 、 環境 条件 整 質
高 充実 時間 得 考 機会

。
卒論 ー 生各自、基本的 自分 興味
関心 従 自由 設定 、

ー 反映
以下 書 。

年度『 ー 国際比較』『 人 自
然 関 ・ ー 』 年度『 ー

ー 魅力 』『生育環境・過程
自然志向度・青少年 焦点 当 』 。
他 ー 、祭 、音楽、旅行、 ー
関 ー 多岐 。

数年前 韓国 歴史 文化 関心 抱
私 、様々 人々 、在外研究 機会
利用 、韓国 大邱市 慶北大学校人文大学
仏語仏文学科 研究員 年 月 一年
間韓国 滞在 （写真①・慶北大学
本館）。
大邱 行

慶北大学
校 師範大学
東洋史 教

・ 先生
知人

過 、私 韓国 滞在
知 父 、「韓国

町 ？ 昔師範学校 、兄
貴 師範学校 行 …」 言

驚 。 大邱（ ）
、私 行 慶北大学校 師範大

学 前身 大邱師範学校 。父
兄（ 年生 ） 、病気 結局朝鮮 行

鳥取県 各地 小学校 代用教員
徴兵 、 戦死

。父 奇妙 因縁 感慨 覚 、私
伯父 願望 大邱 行

気 言 。
私 大邱 中心部 東 寿城区
ー ・ 借 住 。

韓国生活 慣 五月 末頃、大学 中央図
書館 旧師範学校 調 、
年開校 大邱師範学校当時 建物 現在 慶北大学
校師範大学付属高校・中学校 文化財
残 、 私 住 場所

近 。校門 入
左手 赤煉瓦造 建物 、 当時 講堂
、 裏手 本館 残 。（写真② 旧

師範学校本館）
校内 見 回 、中庭 「学生抗日義挙碑」

記念碑 、大邱師範学校 学生 抗日
秘密結社（ 「 （ 隊）」）
活動 活発 、 年 「悪質 」日本人教師

04
03

2004

1921

1929

1939

韓国滞在記
田中 敏彦

４

ク
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写真③ ・ 先生 慶北大学構内ウ ムサン と で写真② 旧師範学校本館

に する
が

き くの
が

になったと
か また

が
の と

の
する の
には な があったとか いてある に
は が した の である

の が る に っているが この
はまだ には えていない そのことを に
させたのは は であった
は ブ ムに いた であり はかつ
てなく であったのに の
の そして の
の によって していたかに えた
が しく き したのである インタ ネット
で しい を んで がついたのは
は にとって に や の

ではなく の をいわば している
ということだ が として に
された を に
に した を にして が された

や
によって に の の

が していたのであり が
の を の としてとらえ

ているのは である しかし は
が なお を できていないこと

の つの にすぎないと われる が
は を に したことはなく したがっ
て び による や を り すのではない
かという いを てきれないでいることが なの
だ もし がこうした いの じる のない

へ すれば のように さなこの をめ
ぐる は によって するはずなのである
もうひとつ な の があった が

お になった
のウ ムサン には な とのつながりがあっ
たのである ウ ムサン と

で
が に め んだ の

は の に して に
と った の の

は で は が し
たことは の のくに を んで

から ってはいた その の は でも
からそう くない に で らしているそうだ
が なんとウ ムサン の はその の

で の
い だと
いうのだ そ
れにしても

と
いう な
をもち
を する
をもった

の
とともに してその を に えただ

けでなく らその を いて と い い
なる を げたと われるその はいったいど
んな なのか の いたと われる

には つまり なき を
ってかねて れていた の に する と
べているが それだけで の に する
を できるのだろうかという が いてくる

の の に に
よって された の にあたる によって

さやか は であった の
さいが に する ではないかとい

う い が されていることを ったのは
に ってきてからである
の が らかにしたように の
の は が を する
で する キリシタン の
とりわけ を に としたこ

とに し その の にして の いが
から ヶ いた における
の の であった その

を めにしたのがほかならぬ で ヶ の
の の は りの の を

にして したと われるが の な
は よりも を んだ の を
として すると に の として

などの み われる
を したことだ らの はいかばかりであっ
たであろう よりも を んで き びたこと
に ろめたさを じるだけでなく に して
み われる をはたさざるをえないことに い

を かざるをえなかったであろう に
して と の を り そうと ま
で った が に として され あまつ
さえ らを じるという かくも な

を ったばかりか への という
を き こした を いしながら

の の りであるべき の と のために
した の を に しているとは もし

に いられた が き びた で
あったとすれば らには に して
に する が したのである

対 集団
暴行事件 起
、多 朝
鮮人学生 退
学
、 日本
人学生 中心
演習科 朝
鮮人学生 属

尋常科
間 深刻 対立 書 。韓国
「人類 犯 最悪 蛮行（堀田善衛）」

植民地支配 傷跡 至 所 残 、 傷
完全 癒 。 私 痛感

竹島（韓国名 独島）問題 。去
年 韓流 ー 沸 一年 日韓関係

良好 、今年二月末 駐韓日本大
使 「竹島日本領土」発言、 島根県 「竹島
日」制定 休眠 思 反日感
情 激 噴 出 。 ー 新
聞 詳 解説記事 読 気 、竹島
問題 韓国人 単 領土問題 漁業権 問題

、植民地支配 傷跡 集約
。竹島 日本領土 島根県 編入

当時（ 年 月 日）、日露戦争 契機 朝
鮮 進駐 日本軍 背景 調印 強制
「日韓議定書」（ 年 月） 「第一次日韓協約」
（同年 月） 実質的 当時 大韓帝国 保
護国化・植民地化 進行 、韓国
竹島 島根県編入 植民地化 第一歩

当然 。 竹島＝独島問題 日
韓関係 今 植民地支配 精算
一 結果 思 。韓国側 日本
植民地支配 真 反省 、
再 武力 侵略 支配 繰 返

疑 捨 問題
。 日本側 疑 生 余地
方向 転換 、岩礁 小 島

軋轢 交渉 解決 。
不思議 因縁 糸 。私 韓国

滞在中 世話 慶北大学人文学部仏文学科長
・ 先生 意外 日本

。（写真③ ・ 先生 慶北大学
構内 ）
豊臣秀吉軍 朝鮮 攻 込 文禄 役（韓国名
壬辰倭乱・ 年） 時、朝鮮側 投降 逆
豊臣軍 戦 加藤清正配下 日本人 武将（日本
名 「沙也加」 、朝鮮名 「金忠善」） 存在

、司馬遼太郎 「韓 紀行」 読
以前 知 。 人 子孫 今 大邱

遠 山村 集団 暮
、 ・ 先生 奥様 一族 出身

、金忠善
遠 子孫

。
、

「沙也加」
奇妙 名

前 、鉄
砲 製造
技術
「三千人」
集団 投降 技術 朝鮮側 伝

、自 集団 率 日本軍 戦 大
戦功 挙 言 武将
人物 。金忠善 書 言 「慕夏

堂文集」 、「無名師」 「大義 戦」
嫌 憧 礼節 国 投降 、 述

、 彼 秀吉軍 対 敵対行
為 説明 疑問 湧 。
鹿児島 陶工沈寿官氏（壬辰倭乱 時 薩摩軍
連行 沈氏 代目 ） 、

「沙也加（ ）」 鉄砲集団 紀州
「雑賀（ ）」衆 属 人物
興味深 説 出 知 、日
本 帰 。石尾芳久『被差別部落
起源』 明 、日本 被差別部落
起源 、近世武士団 専制主義国家 形成 過
程 、抵抗 人々（ 、百姓一揆 指導
者、 一向宗門徒） 賤民身分 落
由来 、 抵抗 最大 最後 闘

年 月 日 一 月続 紀州太田城
「三千人」 雑賀衆 一向一揆 。 太田
城 水攻 秀吉 、一 月
死闘 後、 名 指導者 残 雑賀衆 助命 条
件 自決 云 、秀吉 悪魔的 狡
知 、死 転向・服従 選 人々 身分 落

賤民化 同時 、転向・服従 証
行刑役（死刑執行人 忌 嫌 職業・役目）
強要 。彼 苦悩

。死 服従 選 生 延
後 感 、権力 迎合
忌 嫌 役目 深
恥辱感 抱 。権力 抵
抗 自由 平等 自治組織 守 通 最後
戦 人々 、逆 賤民 蔑視 、
自 恥 倒錯！ 非人間的 差

別制度 作 、隣国朝鮮 侵略
惨禍 引 起 秀吉 英雄扱 、我々
真 誇 思想 自由 自治 抵
抗 人々 末裔 逆 差別 ！
「沙也加」 率 集団 生 延 雑賀衆

、彼 秀吉軍 反逆 朝鮮軍
加担 理由 十分存在 。
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朝鮮 開化派官僚 起 ー ・甲申
政変（ ） 失敗 契機 福沢諭吉 「脱亜論」
（ ） 書 頃 、日本 「脱亜入欧」的姿
勢（欧米 対 追随 蔑視） 取 続
来 。韓流 ー 姿勢 変化 生

兆候 、 意味 決 小
。私 韓国 滞在 、

ー 韓流
、 広 深 韓流

考 。

写真部 。
写真部 暗 ー 思 浮

。 言 私 一人 、 、
。 日頃 写真 撮

。写真部 、 延長
線上 “日常 何気 瞬間”
愛 者 部 。

大学 写真部 、
一昨年、写真好 学生 集 ー 結成
、去年 正式 部 昇格 、写真部 活動

。
ー 時代 学園祭 時期 一度写真展

、去年 積極的 活動
、新入生 配 体育会 部活動紹介
写真 撮影 、今年 新入生歓迎 写
真展 四月 二回行 。 前期
中 一度 予定 、 際 今年
新入生 写真 展示 予定 。
部員 日頃 各自写真 撮 活動 主
、 忙 活動 、兼部
部員 少 。先輩後輩関係
気 穏 和 部
、写真初心者 方 入部 時期 入

部 大歓迎 。
部室 現像 自分 。
残念 暗室 機材 引 伸

、 楽 作業 。失敗

、自分 撮
自分 手 現像 写真家魂

、 意味
。

部 、 手
状態 、今年 学園祭 写真展示
、少 活動 規模 大 、他大学 写
真部 交流 学外 写真展示 視野 入 頑
張 。
一人一人 “自分 撮 写真”
撮 、夢中 ー 切 。

、過 青春 心
？

英米学科 年
今年 月 日 週間、私 香港 行

。 私 、Ｌａｗｎ Ｂｏｗｌｓ（ ー
） ー 国際大会（Ｔｉｇｅ

ｒ Ｂｏｗｌｓ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
） 日本代表選手 出場 。

Ｌａｗｎ Ｂｏ
ｗｌｓ 日本

未開 、
知名度 低 ー

、
、胸 張 言

、国際
大会 世界大会
出場出来 機会

。
忘 、去年 月 日。山田誠先生
「来年 月 香港 国際大会 出 ？」

吉報 電話 頂 日。 、今
一番大 、素晴

。 月間、学内 後期試験 勉強

の たちが こしたク デタ
の を にして が
を いた から は
に する とアジア を り けて

た ブ ムがこうした に が まれつ
つある であるとすれば その は して さ
くはない が に するようになったのは
ブ ムになっている がきっかけではなかったも
のの もっと くて い にひきこまれたせいで
はないかと えている

です
というとなぜか いイメ ジを い かべ

がちです かく う もその でしたが しかし
みなさん おそらくみなさんも から を る
ことがあるとおもいます はただ その

の の ない というのをこよなく
する たちの なのです
もともとこの には はなかったのですが

きの が まってサ クルを
し から に に し として
をさせていただいております
サ クル には の に をし
たきりでしたが からは に をしはじ
め に られる の のための

を したり は をかねての
を にすでに いました それから

にもう する でいますが その には
の の も する でいます

が から を るという が な
ので それほど しい ではないですし を
している も なくありません も
ほとんど にならないような やかかつ やかな
なので の の もこの からの
も です
ではフィルムの を たちでしています
ながら や がないので き ばしまでは

できませんが なかなか しい です する

こともたまにありますが の ったフィルムを
の で するということは をさらに

かきたてる とても のあることだとおもうので
す
できたばかりの なので ほとんどがまだ さぐ
り ですが も での はもちろ
ん しずつ の を きくして の

との や での も に れて
っていきたいとおもいます

がいつも にしか れない を
るために でシャッタ を っています あ
なたも ぎゆく のひとときを のカメラにお
さめませんか

の から は に ってき
ました そこで は ロ
ンボウルズ というスポ ツの

に として してきました

は では
まだまだ で

の いスポ
ツですが ただ
つ を って
えることは

や に
る が

たくさんあるということです
れもしない の から

の である に てみないか
という の を いた それは まで で

きくて らしいクリスマスプレゼントで
した それから ヶ の の や
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（ 月 日 大 ー ）5 16 ， ホ ルにて

レポ ト アルバイトに われながらも しの
を いて に みました の ない は
る に でイメ ジトレ ニングをしたこと
もあります
そして の は

という のチ ム で からは を めて
たった だけの が に なプレッシャ を
じさせました がすぐに まり
チ ム と を わした チ ムの

リ ダ である さんが

に けたくない
に を れて え と にとってこれ
で みある が の に をつけ い
を ったまま に むことが ました
の は あり チ ムとして っ

た は チ ム で の とのミッ
クスチ ムとして った は チ ム で
した

の さんも に なチャンスを
して しか ないことを いくまでやっ

てください に のような らしい を
えて さった に から します に
ありがとうございました

から までマレ シアで
われたアジアロ ンボウルズ に

の と
が として しました

は スペインが んだ ドン キホ
テ セルバンテス の から
ちょうど にあたる では これを し
てスペイン カタル ニャセンタ とと
もにスペイン キホ テ の を した
この は の なども

にして された を とするもので
ある を いず きだけでスト リ や

の を することで の を り
えて できるため じる バンバリ ナ
は で している

は から ホ ルに
を とする の を めて かれた
のスペイン によるあいさつに いて が

まり な の で ドン キホ テと
サンチョ パンサの が り げられた
たちはわずか の によって られていると

は えないほど き きと し への や
サンチョのケットあげなどのエピソ ドをみごとに

した

この に を けた たちは すばらし
かった ドン キホ テの をもっとよく って
いれば さらに できたのではないかと う こ
れから を んでみたい と に っていた
なお この は におい
ても また の ホ ルにても われ
いずれも に を じた

の にふさわしい が で
きたことは そして となっ
て したマリアム ブディア をはじめ
くの のおかげです から し げます
イスパニア

ー 、 追 、少 時
間 割 練習 励 。練習 出来 日 、
寝 前 ＤＶＤ ー ー

。
、試合第 日目。今回 試合 Ｆｏｕｒｓ
対 ー 戦 、日本 私 含
人 出場 私 多大 ー

感 。昼食後、第 試合 始 、
相手 ー 人 握手 交 後、日本 ー
ー ー Ｄａｖｉｄ Ｃａｍｅｒｏｎ
“Ｉ ｈａｔｅ ｌｏｓｉｎｇ！Ｃｏｎｃｅｎｔｒ
ａｔｅ ｏｎ ｅｖｅｒｙ ｂｏｗｌ ｅｖｅｒｙ
ｔｉｍｅ ”（「絶対 負 。全試合、全

球 魂 入 闘 ！」） 、私 程印
象的 、重 言葉 私 闘志 火 、快
緊張感 保 試合 臨 出来 。
今回 試合 種類 、日本 ー 戦
結果 ー 中 位 、諸外国 選手

ー 戦 結果 ー 中 位
。

外大生 皆 、学生時代 様々
利用 、今 出来 納得

。最後 今回 素晴 機会
与 下 方々 心 感謝致 。本当

。

追加原稿： 月 日 月 日 ー
行 ー 大会 、 部英米学
科 回生 赤松正宏君 国際関係学科 年生小山潤
君 日本代表 出場 。

今年 生 世界文学『 ・ ー
』（ 作 正編 年刊） 刊行

年 。本学 記念
大使館 関西 ー ー
人形劇『 ー 』 公演 主催 。

人形劇 日本 伝統芸能「文楽」 参

考 考案 成人観客 対象
。台詞 一切用 動 ー ー

登場人物 心理 表現 言語 壁 乗
越 鑑賞 演 劇団「 ー 」

世界各地 活躍 。

公演 月 日 時半 大 ー 学生 教
員 主 約 人 観客 集 開 。東
谷学長 語 続 上演
始 幻想的 照明 中 騎士 ・ ー
従士 ・ 冒険 繰 広 。人
形 人 若者 操
思 生 生 活躍 風車 突進

ー
再現 。

上演 感銘 受 学生 「
。 ・ ー 物語 知

理解 思 。
原作 読 。」 口々 語 。

公演 同日午後 兵庫県民会館
前日 大阪 海遊館 ー 行
成功裏 幕 閉 。

国際都市 神戸 名 本企画 実現
大学当局 学生諸君 主体

尽力 ・ 交換教員
多 方々 。心 感謝申 上 。
（ 学科教員一同）

1

60 25
13

30

1605
400

5 16 11
250

2

４ ４
４

１
４

２

５

５ ６ ５
２

４ ３

，
，

，
，

，

，
，

，
，

，

， ，

，

， ，

，

，

， ，
， ， ，

，
， ， ，

，

!!

夏153.IPO 白青赤紫緑水黄黒 85線 45度 レベル1 PostScript 2005.7.28 18:16 13/14



－ －14

７

７ ８ １

８ ２

８ ２ ９

８ ７

８ ２

９

９

４

４

５ １

月 日（火）～ 日（月）……………………………………………………………………………… 補 講

月 日（月）～ 月 日（月）……………………………………………………………………… 前期試験

月 日（火）～ 日（水）…………………………………………………………………………… 集中講義

月 日（火）～ 月 日（日）……………………………………………………………………… 夏季休業

月 日（日）…………………………………………………… 第 回大学説明会（ ー ）

月 日（金）…………………………………………………… 第 回大学説明会（ ー ）

月 日（火）～ 日（木）…………………………………………………………………………… 集中講義

月 日（月）……………………………………………………………………………………… 後期授業開始

◆人 事
［職 員］
◎異 動（ 月 日付）
（転 出）
・庶務課庶務係 久 松 徹
（環境局中央事業所 ）
・学生課学生係 伊 橋 暁 子
（須磨区 推進部総務課 ）
・学生課教務係 古 田 郁 治
（兵庫区保健福祉部保護課 ）
・研究所事務係 中 尾 美智子
（西区 推進部市民課 ）

（転 入）
・庶務課庶務係 永 井 豊 久
（建設局総務部庶務課（神戸市道路公社） ）

・庶務課経理係 磨 井 光 範
（企画調整局企画調整部企画課

（阪神・淡路大震災復興基金） ）
・学生課教務係 森 井 一 幸
（建設局垂水建設事務所 ）
・学生課教務係 宮 本 益 代
（保健福祉局障害福祉部

心身障害福祉 ー ）

（学内異動）
・研究所 担当主査 木 下 秀 雄
（学生課担当主査 ）
・学生課学生係 森 田 育 生
（庶務課経理係 ）
・学生課学生係 若 井 正 章
（学生課教務係 ）

［嘱託職員］
◎退 職（ 月 日付）
・庶務課（管理員室） 青 木
・学生課（保健室） 山 本 春 美

〃 堀 江 紀代子
・研究所（事務室） 金 田 龍 子
・図書館（事務室） 碩 圭 子

〃 渡 辺 佳 視
〃 津 村 正 茂

◎新規採用（ 月 日付）
・庶務課（管理員室） 荒 木 幸 子
・学生課（保健室） 松 田 南生美

〃 太 下 美智子
・学生課（学生会館） 山 本 政 勝
・図書館（事務室） 阪 建 樹
◎学内異動
・図書館（事務室） 谷 口 武 司
（図書館（視聴覚 ） ）
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サヨミ

ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ から

行 事 予 定

年度教職員人事（ ）2005 その２

永井 豊久 麿井 光範 森井 一幸 宮本 益代 荒木 幸子 松田南生美 太下美智子 山本 政勝 阪 建樹さん さん さん さん さん さん さん さん さん
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